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土木工事設計単価表（標準単価・市場単価）における 

令和７年１０月版以降の週休２日補正単価について 

 

 標記については、以下の方法で設定しています。 

 

１ 標準単価 

 令和７年３月１２日付国技建管第７号「土木工事標準単価による週休２日の取得に

要する費用の計上について（試行）」の別紙に示す補正係数により算出する（別添１）。 

 

２ 市場単価 

 令和７年３月１２日付国技建管第６号「市場単価方式による週休２日の取得に要す

る費用の計上について（試行）」の別紙に示す補正係数により算出する（別添２）。 

 

３ 計算方法 

標準単価及び市場単価の週休２日補正単価の算出にあたり、まず、改定月前月時

点の「土木施工単価電子書籍」と「デジタル土木コスト情報」に掲載されている単

価（小数点以下切捨）を平均し、端数処理（小数点以下切捨）を行います。次に、

平均して求められた単価に週休２日補正の係数を乗じて、端数処理（小数点以下切

捨）を行って算出しています。 

 必要に応じて本単価に、施工規模、作業条件等により定められた加算率・補正係

数による補正を行ってください。 

 

（計算例） 

○積算条件  

 Ａ誌：252.5 円 Ｂ誌：239.2 円 週休２日補正係数：1.02 

 補正係数 Ｋ1 ＝ 1.21 Ｋ2 ＝ 0.87 

 

１．週休２日補正単価の算出 

各誌掲載単価、に小数点以下の値がある場合は、それぞれ小数点以下の値は切り

捨てる。その後、２誌の平均を算出し、小数点以下は切り捨てとする。 

 252.5 → 252 円（小数点以下切捨） 

 239.2 → 239 円（小数点以下切捨） 

（252 ＋ 239）÷2 ＝ 245.5 円 → 245 円（小数点以下切捨） 

 

週休２日補正単価＝ 245 × 1.02＝ 249.9 円 → 249 円（小数点以下切捨） 

 

 

 



２．工種毎に定められた加算率・補正を考慮 

 得られた週休２日補正単価に対し、工種ごとに設定されている補正係数を考慮す

る。 

 補正係数の計算 Ｋ1 × Ｋ2 ＝ 1.21 × 0.87 ＝ 1.0527 

                             ≒ 1.053（小数第３位止（小数第４位四捨五入）） 

 

 設計単価 ＝ 249 × 1.053 ＝ 262.197 

                           ≒ 262.19（小数第３位以下を切り捨て） 

 

  

以上 



別添１



別添２


